
中間とりまとめ（素案）からの主な変更点①

○ 「港湾における中長期政策検討のための懇談会」（平成29年8月29日及び10月3日開催）における議論、委員
からの意見等を踏まえ、以下の内容を中間とりまとめ（案）に記載。

１．新たな付加価値を生み出す臨海部のロジスティクス空間の創出

・「２．持続可能で新たな価値を創造する国内物流体系の構築」に記載していた内容を、「１．グローバル
バリューチェーンを支える海上輸送網の構築」に移動し、農林水産物の取扱を含めた高規格ロジスティクス
センターの必要性を記載

２．外内貿フェリー・RORO輸送網の構築を支える港湾機能の充実

・ 「１．グローバルバリューチェーンを支える海上輸送網の構築」、「２．持続可能で新たな価値を創造する
国内物流体系の構築」及び「３．列島のクルーズアイランド化」において、以下の <施策の方向性> を記載

①船社との協働による、内航フェリー・RORO船ターミナルのスペックの統一化

②ふ頭再編による外内貿ターミナルの近接化、航路拡幅等による航行環境の改善

③「次世代高規格ユニットロードターミナル」の概念の明確化
（※ICT技術を活用したトラック/シャーシの管理システム及び車両決済システム、船舶の自動離着桟
システム等）

④行政機関、荷主、運航事業者・物流事業者等が連携した、共同輸送の促進

⑤国際フェリー・RORO輸送システムの海外展開

⑥観光振興の観点からのフェリー活用の促進 等
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中間とりまとめ（素案）からの主な変更点②

３．離島の振興や生活を支える港湾機能の充実

・ 「２．持続可能で新たな価値を創造する国内物流体系の構築」に、以下の <施策の方向性> を記載

①離島を含む地域の農林水産品等の輸出・移出を支える港湾機能の強化

②厳しい自然条件に対する船舶の入港環境の改善

４．その他

・「Ⅲ．港湾政策の変遷」において、既往の港湾の中長期政策及びビジョンを網羅的に記載

・「４．ブランド価値を生む空間形成」において、「文化・歴史を活かしたみなとまちづくり」の取組を記載

・「６．港湾・物流活動のグリーン化」において、「洋上風力発電、バイオマス発電等の再生可能エネルギーの
より一層の導入」の必要性を記載

・「７．情報通信技術を活用した港湾のスマート化・強靭化」において、「AIターミナル」に関する説明を「近年、
目覚しい発展を遂げているAI、IoT、自動化技術を組み合わせ、世界最高水準の生産性を有し、労働環境
の良いコンテナターミナル」に変更

・「８．港湾建設・維持管理技術の変革と海外展開」において、「生産性の高いターミナル運営を実現する上で
の、適切な港湾施設の維持管理の必要性」及び「民間企業を含めた技術者・技能者の確保」を記載

・「Ⅵ．おわりに」において、「変化を続ける国際的な貿易/物流動向に対応して、引き続き、議論を深めるととも
に、随時見直しを行っていく。」方針を記載
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港湾の中長期政策「PORT 2030」 今後の検討の進め方
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■効率的かつ持続的なサプライチェーンの構築

⑤IoT・AI等の情報技術を活用したターミナルの生産性向上

■新たな産業港湾政策

⑦港湾のロジスティクス機能を活かした新しい産業創造

⑥エネルギー転換等を踏まえた、バルク港湾を活用した地域経済の活性化策

■地方の港湾が目指す将来の姿（以下は検討例）

「政策の方
向性」セット

H29.3.10

３月分科会

中間とりまとめ
（素案）セット

H29.7.3

７月分科会

中
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案
）
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ッ
ト
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に
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論
を
深
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る
こ
と
が
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た
テ
ー
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最終とり
まとめ

H30年夏

②港湾を活用した瀬戸内地域の振興
（多様なクルーズマーケットの創出、賑わいづくり等）

①日本海を活用した地域間交流・国際交流の展開
（「北前船」構想、北極海航路、フェリー・RORO航路）

中間とりまとめ
（案）の審議
H29.11.10

11月分科会

③離島や地方部における産業活性化を図るための港湾の利活用等
（産業・観光・農水産品輸出等）

④内航フェリー・ROROネットワークの活用・拡充方策

パブリックコメント等による意見聴取

懇談会において、各界の有識者等
と意見交換を行い、議論を深化 最終とり

まとめ（案）
の審議

3月分科会
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